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1. はじめに 

話者識別において，話者の感情や気分が変化すること

で登録時と識別時の音声に音響的な違いが生じる話者内

音声変動によって，識別性能が劣化する問題がある[1]．こ

の問題を解決するため，本稿ではGMM-SVMによる話者

識別システム[2]を対象として，推定した話者内音声変動を

学習データに付加することで，学習データを拡張し識別性

能を向上させる手法を提案する． 

2. 予備実験 

ボードゲーム音声を用いて感情や気分による話者内音

声変動が話者識別システムへ与える影響を調査する．この

音声は 21名のゲーム中の指示文の読み上げ音声 248発

話と，ゲーム前後の ATR 音素バランス文 A セット 10 文

(A01~A10)の読み上げ音声を収録している．聴取の結果，

ゲーム開始前の読み上げ音声と比較して，ゲーム中やゲ

ーム後では音声に変動が生じていることを確認した．このう

ち 11名の話者の各場面の 5発話を登録，残りの発話を評

価に用いて以下の 2つを調査した．  

(1) 登録音声にゲーム前の音声 (A01~A05)を使用し，

評価音声をゲーム前 (A06~10)，ゲーム中 (A06~10)，ゲ

ーム後と変化させたときの識別性能の変化 

(2) 登録音声の違い(ゲーム前(A01~A05)，ゲーム前+

中，ゲーム前+後(A01~A05)，ゲーム前+中+後)による，ゲ

ーム中の音声の識別性能の変化 

調査結果を表 1，2 に示す．表 1 よりゲーム中の音声を

評価した場合の識別性能が最も低く，ゲーム中の音声に

最も大きな変動が生じていると考えらえる．また表 2 より，

話者モデルの学習にゲーム中やゲーム後の音声を加える

ことで頑健な話者モデルを得られることが分かった．以上

のことからゲーム前の学習データに対して同様の変動を学

習データに付加することで頑健な話者モデルを得られると

考えた． 

3. 提案手法 

提案手法では，予備実験に用いていない残りの話者(参

照話者)10 名のゲーム前とゲーム中，ゲーム前とゲーム後

の GMM-SuperVector(SV)間の差分を変動として GMM

尤度を用いた重み付け和によって登録者の GMM-SV に

付加することで，擬似的に登録者のゲーム中やゲーム後

の学習データを得る． 

ゲーム後の学習データは次の式によって求めた． 
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表 1 (1)話者内音声変動による影響 

学習条件 評価音声 誤識別率 

ゲーム前 

ゲーム前 0%  

ゲーム中 11.2%  

ゲーム後 4%  

表 2 (2)変動に対する頑健性 

学習条件 評価音声 誤識別率 

ゲーム前 

ゲーム中 

11.2%  

ゲーム前+後 4.9%  

ゲーム前+中 2.1%  

ゲーム前+中+後 0.0%   

表 3 実験結果 

学習条件 評価音声 誤識別率 

提案手法 ゲーム中 8.4%   
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またゲーム中の学習データは次の式によって求めた． 
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ここで，𝑠は登録者，𝑟は参照話者，𝑅は参照話者𝑟の集合

を表す．また，𝝋，𝝋′，𝝋′′はそれぞれゲーム前，後，中の

GMM-SV，𝝋𝑎𝑙𝑙は全学習発話から抽出した GMM-SV，

𝝋𝑘は発話内容𝑘の学習発話から抽出した GMM-SV(𝝋𝑎𝑙𝑙

も含む)， 𝑝(𝑿𝑘
𝑠 |𝜆𝑘

𝑟 )は𝑠の学習発話𝑘の特徴ベクトル列𝑿𝑘
𝑠

と𝑟の学習発話𝑘から学習した GMM 𝜆𝑘
𝑟との尤度を表す． 

4. 話者識別実験 
実験結果を表 3 に示す．提案手法では，表 2 のゲーム

前の音声で学習した場合と比較して誤識別率を 2.8ポイン

ト改善した． 

5. 今後の課題 

今後，より効果的な変動ベクトルの抽出と付加方法を検

討する必要がある． 
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